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令和６年度

定 時 総 会 次 第

１．開 会

２．議 長 選 出

３．議事録署名人の選出

４．議 事

（ ）議案第 号 令和５年度収支決算報告及び監査報告について

（ ）議案第 号 役員選任について

（ ）議案第３号 公益社団法人生駒市シルバー人材センター会費

規則の一部改正について

（ ）報告第 号 令和５年度事業報告について

（ ）報告第 号 令和６年度事業計画及び収支予算について

５．閉 会
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議案第１号　令和５年度収支決算報告及び監査報告について

正味財産増減計算書

令和 5年 4月 1日から令和 6年 3月31日まで

(単位：円)
当年度 前年度 増減

Ⅰ一般正味財産増減の部
 1.経常増減の部

(1)経常収益
受託事業収益

受取配分金 △ 2,086,238
受取材料費等
受取事務費
駐車場利用料金収益 △ 602,720

労働者派遣事業等受託収益
労働者派遣事業等受託収益

有料職業紹介事業受託収益
有料職業紹介事業受託収益

受取会費 △ 45,500
正会員受取会費 △ 45,500
特別会員受取会費

受取補助金等 △ 644,000
受取連合交付金 △ 322,000
受取（市）補助金 △ 322,000

受取寄附金
受取寄附金

雑収益
受取利息
雑収益

経常収益計
(2)経常費用

事業費
支払材料費等
給料手当
臨時雇賃金
法定福利費
退職給付費用
福利厚生費
会議費 △ 2,000
旅費交通費
減価償却費
什器備品費 △ 185,567
消耗品費
通信運搬費
支払い配分金 △ 1,152,868
修繕費
印刷製本費
光熱水料費 △ 388,705
賃借料 △ 77,256
保険料
諸謝金 △ 15,000
租税公課
支払負担金 △ 3,000
組織活動助成費
委託費 △ 927,228
教材費
訓練委託費
支払手数料
貸倒損失
雑費 △ 29,389
雑損失

管理費
給料手当 △ 100,000

科目令和６年度

定 時 総 会 次 第

１．開 会

２．議 長 選 出

３．議事録署名人の選出

４．議 事

（ ）議案第 号 令和５年度収支決算報告及び監査報告について

（ ）議案第 号 役員選任について

（ ）議案第３号 公益社団法人生駒市シルバー人材センター会費

規則の一部改正について

（ ）報告第 号 令和５年度事業報告について

（ ）報告第 号 令和６年度事業計画及び収支予算について

５．閉 会
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議案第１号　令和５年度収支決算報告及び監査報告について

正味財産増減計算書

令和 5年 4月 1日から令和 6年 3月31日まで

(単位：円)
当年度 前年度 増減科目

法定福利費 △ 30,000
退職給付費用
福利厚生費 △ 4,493
会議費
役員等旅費交通費
通信運搬費 △ 1,260
消耗品費
印刷製本費
光熱水料費
賃借料
保険料
租税公課 △ 2,800
支払負担金
委託費
支払手数料
雑費

経常費用計
評価損益等調整前当期経常増減額 △ 3,124,969
基本財産評価損益等
特定資産評価損益等
投資有価証券評価損益等
評価損益等計

当期経常増減額 △ 3,124,969
 2.経常外増減の部

(1)経常外収益
経常外収益計

(2)経常外費用
固定資産除却損

車両運搬具除却損
過年度損失修正

過年度修正損
経常外費用計

当期経常外増減額
   当期一般正味財産増減額 △ 3,124,969
   一般正味財産期首残高
   一般正味財産期末残高
Ⅱ指定正味財産増減の部
(1)収益

収益計
(2)費用

費用計
   当期指定正味財産増減額
   指定正味財産期首残高
   指定正味財産期末残高
Ⅲ 正味財産期末残高

― 3 ―



正
味

財
産

増
減

計
算

書
内

訳
表

令
和

 
5
年

 
4
月

 
1
日

か
ら

令
和

 
6
年

 
3
月

3
1
日

ま
で

(
単

位
：

円
)

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

共
通

小
計

Ⅰ
一

般
正

味
財

産
増

減
の

部
 
1
.
経

常
増

減
の

部
(
1
)
経

常
収

益
受

託
事

業
収

益
受

取
配

分
金

受
取

材
料

費
等

受
取

事
務

費
駐

車
場

利
用

料
金

収
益

労
働

者
派

遣
事

業
等

受
託

収
益

労
働

者
派

遣
事

業
等

受
託

収
益

有
料

職
業

紹
介

事
業

受
託

収
益

有
料

職
業

紹
介

事
業

受
託

収
益

受
取

会
費

正
会

員
受

取
会

費
特

別
会

員
受

取
会

費
受

取
補

助
金

等
受

取
連

合
交

付
金

受
取

（
市

）
補

助
金

受
取

寄
附

金
受

取
寄

附
金

雑
収

益
受

取
利

息
雑

収
益

経
常

収
益

計
(
2
)
経

常
費

用
事

業
費

支
払

材
料

費
等

給
料

手
当

臨
時

雇
賃

金
法

定
福

利
費

退
職

給
付

費
用

福
利

厚
生

費
会

議
費

旅
費

交
通

費
減

価
償

却
費

什
器

備
品

費
消

耗
品

費
通

信
運

搬
費

支
払

い
配

分
金

修
繕

費
印

刷
製

本
費

光
熱

水
料

費
賃

借
料

保
険

料
諸

謝
金

合
計

科
目

公
益

目
的

事
業

会
計

そ
の

他
会

計
法

人
会

計
内

部
取

引
等

消
去

議案第１号　令和５年度収支決算報告及び監査報告について

正味財産増減計算書

令和 5年 4月 1日から令和 6年 3月31日まで

(単位：円)
当年度 前年度 増減科目

法定福利費 △ 30,000
退職給付費用
福利厚生費 △ 4,493
会議費
役員等旅費交通費
通信運搬費 △ 1,260
消耗品費
印刷製本費
光熱水料費
賃借料
保険料
租税公課 △ 2,800
支払負担金
委託費
支払手数料
雑費

経常費用計
評価損益等調整前当期経常増減額 △ 3,124,969
基本財産評価損益等
特定資産評価損益等
投資有価証券評価損益等
評価損益等計

当期経常増減額 △ 3,124,969
 2.経常外増減の部

(1)経常外収益
経常外収益計

(2)経常外費用
固定資産除却損

車両運搬具除却損
過年度損失修正

過年度修正損
経常外費用計

当期経常外増減額
   当期一般正味財産増減額 △ 3,124,969
   一般正味財産期首残高
   一般正味財産期末残高
Ⅱ指定正味財産増減の部
(1)収益

収益計
(2)費用

費用計
   当期指定正味財産増減額
   指定正味財産期首残高
   指定正味財産期末残高
Ⅲ 正味財産期末残高
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収支計算書

令和 5年 4月 1日から令和 6年 3月31日まで

(単位：円)
予算額 決算額 差異

Ⅰ一般正味財産増減の部
 1.経常増減の部

(1)経常収益
受託事業収益

受取配分金
受取材料費等 △ 4,027,849
受取事務費
駐車場利用料金収益

労働者派遣事業等受託収益
労働者派遣事業等受託収益

有料職業紹介事業受託収益
有料職業紹介事業受託収益

受取会費
正会員受取会費
特別会員受取会費

受取補助金等
受取連合交付金
受取（市）補助金

受取寄附金
受取寄附金

雑収益 △ 373,952
受取利息
雑収益 △ 375,643

経常収益計
(2)経常費用

事業費
支払材料費等
給料手当
臨時雇賃金
法定福利費
退職給付費用
福利厚生費
会議費
旅費交通費
減価償却費
什器備品費
消耗品費
通信運搬費
支払い配分金
修繕費
印刷製本費
光熱水料費
賃借料
保険料
諸謝金
租税公課
支払負担金
組織活動助成費
委託費
教材費
訓練委託費
支払手数料
貸倒損失
雑費
雑損失

管理費
給料手当
法定福利費

科目
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収支計算書

令和 5年 4月 1日から令和 6年 3月31日まで

(単位：円)
予算額 決算額 差異科目

退職給付費用
福利厚生費
会議費
役員等旅費交通費
通信運搬費
消耗品費
印刷製本費
光熱水料費
賃借料
保険料
租税公課
支払負担金
委託費
支払手数料
雑費

経常費用計
評価損益等調整前当期経常増減額 △ 4,167,000 △ 5,951,399
基本財産評価損益等
特定資産評価損益等
投資有価証券評価損益等
評価損益等計

当期経常増減額 △ 4,167,000 △ 5,951,399
 2.経常外増減の部

(1)経常外収益
経常外収益計

(2)経常外費用
固定資産除却損

車両運搬具除却損
過年度損失修正

過年度修正損
経常外費用計

当期経常外増減額
   当期一般正味財産増減額 △ 4,167,000 △ 5,951,399
   一般正味財産期首残高
   一般正味財産期末残高 △ 5,951,399
Ⅱ指定正味財産増減の部
(1)収益

収益計
(2)費用

費用計
   当期指定正味財産増減額
   指定正味財産期首残高
   指定正味財産期末残高
Ⅲ 正味財産期末残高 △ 5,951,399
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貸借対照表

令和 6年 3月31日現在

(単位：円)
科目 当年度 前年度 増減

Ⅰ資産の部
  1.流動資産
      現金 △ 29,125
      普通預金
      未収金
      仮払金 △ 46,675
      貯蔵品
      立替金
      前払金 △ 10,000
      流動資産合計
  2.固定資産
    (1)特定資産
      財政安定化準備資金
      エリアサポート事業等準備資金 △ 508,786
      特定資産合計 △ 508,786
    (2)その他固定資産
      車輌運搬具
      什器備品
      その他固定資産合計
      固定資産合計 △ 379,256
      資産合計

Ⅱ負債の部
  1.流動負債
      未払金
      前受金
      預り金
      仮受金
      流動負債合計
      負債合計
Ⅲ正味財産の部
  1.指定正味財産
      （うち基本財産への充当額）
      （うち特定資産への充当額）
  2.一般正味財産
      （うち基本財産への充当額）
      （うち特定資産への充当額） △ 508,786
      正味財産合計
      負債及び正味財産合計
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財務諸表に対する注記 
 
１．重要な会計方針 
（１） 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

貯蔵品・・・最終仕入原価法 
（２） 固定資産の減価償却の方法 

減価償却資産について、定額法により直接減価償却を実施している。 
（３） 消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は税込方式によっている。 
 
 
２．特定資産の増減額及びその残高 
特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。 （単位：円） 

科 目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 
特定資産 
財政安定化準備資 
金 
エリアサポート事

業等準備資金 

 
3,000,000 

 
979,374 

 
0 

 
0 

 
0 

 
508,786 

 
3,000,000 

 
470,585 

合 計 3,979,371 0 508,786 3,470,585 
 
 
３．特定資産の財源等の内訳 
特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 （単位：円） 

科 目 当期末残高 
（うち指定正味財

産からの充当額） 
（うち一般正味財

産からの充当額） 
（うち負債に

対応する額） 
特定資産 
財政安定化準備資 
金 
エリアサポート事

業等準備資金 

 
3,000,000 

 
470,585 

 
（0） 

 
（0） 

 
（3,000,000） 

 
（470,585） 

 
（0） 

 
（0） 

合 計 3,470,585 （0） （3,470,585） （0） 
 
 
４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高 
固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。 （単位：円） 

科 目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高 
什器備品 553,520 122,314 431,206 
合 計 553,520 122,314 431,206 

 

貸借対照表

令和 6年 3月31日現在

(単位：円)
科目 当年度 前年度 増減

Ⅰ資産の部
  1.流動資産
      現金 △ 29,125
      普通預金
      未収金
      仮払金 △ 46,675
      貯蔵品
      立替金
      前払金 △ 10,000
      流動資産合計
  2.固定資産
    (1)特定資産
      財政安定化準備資金
      エリアサポート事業等準備資金 △ 508,786
      特定資産合計 △ 508,786
    (2)その他固定資産
      車輌運搬具
      什器備品
      その他固定資産合計
      固定資産合計 △ 379,256
      資産合計

Ⅱ負債の部
  1.流動負債
      未払金
      前受金
      預り金
      仮受金
      流動負債合計
      負債合計
Ⅲ正味財産の部
  1.指定正味財産
      （うち基本財産への充当額）
      （うち特定資産への充当額）
  2.一般正味財産
      （うち基本財産への充当額）
      （うち特定資産への充当額） △ 508,786
      正味財産合計
      負債及び正味財産合計
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５．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高 
補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。 （単位：円） 

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 
貸借対照表

上の記載区

分 

受取補助金等 
・高年齢者就業

機会確保事業

費等補助金 
・雇用開発支援事

業費等補助金 
・運営補助金 

 
連合会 

 
 

連合会 
 

市町村 

 
－ 

 
 
－ 

 
－ 

 
5,339,000 

 
 

6,119,000 
 

11,458,000 

 
5,339,000 

 
 

6,119,000 
 

11,458,000 

 
－ 

 
 
－ 

 
－ 

 
－ 
 
 
－ 
 
－ 

合 計 － 22,916,000 22,916,000 －  

 
 
６．その他 
消費税の計上が現金主義であるため、配分金のうち免税事業者に対する消費税仕入税額控除不可に相当

する金額 1,546千円が租税公課、未払金及び当期経常増減額に影響がある。 
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５．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高 
補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。 （単位：円） 

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 
貸借対照表

上の記載区

分 

受取補助金等 
・高年齢者就業

機会確保事業

費等補助金 
・雇用開発支援事

業費等補助金 
・運営補助金 

 
連合会 

 
 

連合会 
 

市町村 

 
－ 

 
 
－ 

 
－ 

 
5,339,000 

 
 

6,119,000 
 

11,458,000 

 
5,339,000 

 
 

6,119,000 
 

11,458,000 

 
－ 

 
 
－ 

 
－ 

 
－ 
 
 
－ 
 
－ 

合 計 － 22,916,000 22,916,000 －  

 
 
６．その他 
消費税の計上が現金主義であるため、配分金のうち免税事業者に対する消費税仕入税額控除不可に相当

する金額 1,546千円が租税公課、未払金及び当期経常増減額に影響がある。 

財 産 目 録 
令和 6年 3月 31日現在 （単位：円） 

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金額 

（流動資産） 
 現金 手元保管 シルバー人材センター事

業の運転資金として 
132,293円 

普通預金 普通預金 
南都銀行生駒支店 

シルバー人材センター事

業の運転資金として 
6,223,454円 

普通預金 
南都銀行生駒支店 

シルバー人材センター事

業の運転資金として 
19,815,453円 

普通預金 
南都銀行生駒支店 

シルバー人材センター事

業の運転資金として 
2,697,002円 

普通預金 
南都銀行生駒支店 

法人管理の運転資

金として 
447,254円 

計 29,183,163円 
未収金 生駒市他 請負事業未収入金 16,686,245円 

県シ協 派遣手数料他 837,094円 
計 17,523,339円 

仮払金 労働保険料 370,619円 
事故費用 21,440円 
役員賠償責任保険 218,880円 

計 610,939円 
貯蔵品 有料ゴミ袋 在庫分 269,550円 
立替金 自転車駐車場 釣り銭用現金 48,100円 

流動資産合計 47,767,384円 
（固定資産） 
特定資産 財政安定化準備

資金 
普通預金 
南都銀行生駒支店 

財政安定化資金 3,000,000円 

エリアサポート

事業等準備資金 
普通預金 
南都銀行生駒支店 

新規事業資金 470,585円 

計 3,470,585円 
その他固定資産 什器備品 コインロッカー 

２台 
公益目的保有財産であ

りシルバー人材センタ

ー事業に使用している 

264,144円 

事務局パソコン１

台 
公益目的保有財産であ

りシルバー人材センタ

ー事業に使用している 

167,062円 

固定資産合計 3,901,791円 
資産合計 51,669,175円 

 

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金額 

（固定負債）  
未払金 配分金 355名 シルバー人材センター 12,541,486円 
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事業に供する配分金の

支払い金額 
材料費等 シルバー人材センター

事業に供する材料費等

の支払い金額 

839,129円 

業務委託料等 シルバー人材センター

事業に供する業務委託

料等の支払い金額 

1,990,950円 

計 15,371,565円 
前受金 会員会費等 シルバー人材センター

事業に供する会員会費

等の前受け金額 

941,272円 

預り金 職員社会保険料等 職員からの社会保険料

等の預り金 
685,137円 

仮受金  シルバー人材センター

事業に供する請負業務

契約の仮受け金額 

41,560円 

流動負債合計 17,039,534円 
負債合計 17,039,534円 
正味財産 34,629,641円 
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議案第２号 役員選任について

理事候補者名簿

任期 令和６年度定時総会から令和８年度定時総会まで

役 員 氏 名 選出団体

理 事 山 本 昇 生駒市

理 事 後 藤 治 彦 生駒市

理 事 辻 中 伸 弘 生駒市社会福祉協議会

理 事 唐 金 吉 弘 生駒商工会議所

理 事 稲 田 雅 也 生駒市自治連合会

理 事 松 葉 昭 則 生駒市老人クラブ連合会

理 事 中 村 成 三 正会員

理 事 石 川 久 夫 正会員

理 事 中 村 今朝伸 正会員

理 事 家 留 忍 正会員

理 事 坂 東 正 延 正会員

理 事 中 元 佳揚子 正会員

理 事 辻 本 永 子 正会員

理 事 鈴 木 憲 幸 正会員

理 事 川 端 信一郎 シルバー人材センター事務局

監 事 松 山 治 幸 学識経験者

監 事 今 井 兼 之 正会員
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報告第１号 令和５年度事業報告について

 

令和５年度 公益社団法人生駒市シルバー人材センター事業報告 
 
概 要 
令和 5 年度の受託事業実績は、2 億 1602 万 3683 円、前年比 100.4％で前年
とほぼ同水準の結果となりました。「請負・委任」での就業延人数は 45,203 人
日、前年比 97.0％となりました。雇用を要する「派遣」の就業延人数は 3,464人
日で前年比 112.4％の結果でした。また、3月末日の会員数は 570人で前年から
12名増加し、就業延べ人数以外は前年を上回る結果となりました。 
 
決算数値による活動状況推移（各年度 3/31時点） 

項 目 
令和元年度 
(2019年度) 

令和 2年度 
(2020年度) 

令和 3年度 
(2021年度) 

令和 4年度 
(2022年度) 

令和 5年度 
(2023年度) 

会員数 634人 561人 545人 558人 570人 

男 471人 426人 412人 412人 410人 

女 163人 135人 133人 146人 160人 

平均年齢 74.7歳 75.0歳 75.1歳 75.2歳 75.3歳 

就業人員 461人 423人 429人 443人 462人 

就業率 72.7％ 75.4％ 78.7％ 79.4％ 81.1％ 

受注件数 3,092件 2,939件 2,809件 2,635件 2,254件 

契約金額 231,959千円 207,125千円 208,781千円 215,012千円 216,023千円 

うち公共 94,952千円 75,505千円 77,926千円 76,090千円 81,704千円 

経常収益 258,090千円 232,837千円 234,338千円 241,060千円 241,837千円 

経常費用 251,450千円 237,812千円 233,672千円 236,151千円 240,052千円 

差引収支 6,640千円 △4,975千円 666千円 4,909千円 1,784千円 

《 参考 》 

駐輪場収支 △1,812千円 △3,083千円 △2,331千円 469千円 △1,227千円 

 
以下、項目ごとに報告いたします。 
 
 
１．組織運営 
令和 5 年度は設立 30 周年の節目の年でした。それを記念して令和 6 年 1 月

23日に生駒市図書会館において設立 30周年記念式典を開催いたしました。 
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報告第１号 令和５年度事業報告について

 

当日は、小紫市長、吉村市議会議長、奈良県シルバーの宇田会長にもご来賓と

して出席いただきました。また多くの会員も出席いただき、盛大に催すこととな

り、30周年を記念するに相応しい式典ができたと思います。 
シルバー人材センターの事業運営に関しては、生駒市から指定管理で受託し

ている生駒駅前自転車駐車場全体の利用料金収入は 2,360 万 8,490 円、令和 4
年度比で約 98％となり前年を下回り、収支としては約 120万円の赤字となりま
した。しかしながら、受託事業全般も前述のとおり前年度比で 70万円ほど上回
る結果となりました。会員就業率においても、会員数が増加しても就業率がアッ

プできるまでになり、会員登録後すぐに就業に就いていただく取組が奏功して

いるものと思われます。また会員数も 2 年連続で純増する結果となり、シルバ
ーの存在も徐々に認知されてきたものと思われます。 
委員会活動として、令和 5年度は事業企画委員会、広報委員会、女性委員会の

3つの委員会が活発に活動できました。事業企画委員会では、複数回の講習会や
ハイキングなどの企画実行、女性委員会も 30周年記念式典の来場プレゼントを
手作りで製作いただき、式典参加者からも大好評を得ました。広報委員会も記念

誌製作に当たっての写真撮影などを積極的に活動されました。目的は、「会員主

体のセンターづくり」、「会員拡大」、「就業機会の拡大」です。今後も各委員会の

活動を通じて、会員拡大や就業機会の拡大をはじめ、会員と事務局、会員同士の

繋がりを高めてまいります。 
 
 
２．会員の拡大 
全国的にも会員の高齢化や会員数の減少が進む中において、会員の拡大はシ

ルバー人材センターの大きな課題の一つです。令和 5 年度も引き続き、生駒市
広報誌「いこまち」への綴りファイルへの広告掲載など実施しました。新規の入

会説明会は定期開催を月 2回実施しました。また新規入会の会費額を 10月以降
から段階的な引下げ施策、夫婦会員であれば会費を半額にする施策も行うこと

で、年間通じて入会者があり、会員数の増加に繋がったと思われます。 
これにより、令和 3 年度から 2 年連続で前年度を上回る会員数の結果が出す

ことができました。全国的に会員数の減少する中において、会員数を増加できて

いることは喜ばしいことであります。これまでの取組は継続して行い、令和 6年
度も会員数が 1 名でも多くなるように女性会員の増加施策を中心に新たな取組
を行いたいと思います。 
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３．就業機会の拡大 
令和 5 年度も前年度から引き続き屋外作業については、就業会員の高齢化と

就業人数が思ったほど増えず厳しい状況です。ご依頼いただく生駒市内の世帯

も高齢化が進み、剪定等の屋外作業の依頼は増えていますが、それに応えられる

だけの就業会員を十分確保ができておらず、新規の受注を止める等の受注調整

を行わざるを得ない状況にあります。以前から会員拡大と就業拡大は両輪であ

ると言われていますが、令和 2年度以前の会員の減少が大きく影響しています。
前段での会員拡大では会員数は前年度を上回り着実に良い方向には進んでいま

すが、特に屋外就業人数における状況はまだ好転しているとは言い難い状況で

す。屋外作業に従事する会員を一人でも多く増やし、できるだけ現在の受注件数

の確保を行ってまいります。 
また、派遣就業については令和 5 年度実績では微増でした。受注件数等はま
だまだ少ないものの、取組余地のある分野ですので令和 6 年度も引き続き就業
場所の拡大・確保を推進してまいります。 
 
 
４．安全・適正就業の徹底 
令和 5年度も「安全就業」のため、安全委員会の開催と安全パトロールを実施
しました。また例年同様「熱中症対応マニュアル」に基づき「熱中症指数計」を

会員に貸与し、夏季屋外作業への安全就業の推進を図りました。その結果、軽い

熱中症に罹る会員もいましたが、重篤な症状に至ることはありませんでした。 
また自動車の運転を基本とする公共業務に就業する会員に対して、昨年度と

同様に運転適正検査の受講を必須としました。高齢者の自動車運転での事故が

多発している昨今、現状の運転操作について客観的な検査方法で診断してもら

い、会員がそれぞれの自分自身の弱点を知り、過信することのないよう慎重な運

転を日ごろから行うきっかけづくりを行いました。 
 
 
５．講習会の実施 
令和 6 年 2 月には公共業務就業会員及び派遣就業会員向けに接遇研修を開催
しました。これまでと同様にシルバー基本理念の「共働」「共助」を基に、現役

時代に研修講師等の経験のある会員が実際に講師となり、会員同士で学び合う

環境づくりを図りました。対人関係の業務も多く扱うことから、一人でも多くの
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当日は、小紫市長、吉村市議会議長、奈良県シルバーの宇田会長にもご来賓と

して出席いただきました。また多くの会員も出席いただき、盛大に催すこととな

り、30周年を記念するに相応しい式典ができたと思います。 
シルバー人材センターの事業運営に関しては、生駒市から指定管理で受託し

ている生駒駅前自転車駐車場全体の利用料金収入は 2,360 万 8,490 円、令和 4
年度比で約 98％となり前年を下回り、収支としては約 120万円の赤字となりま
した。しかしながら、受託事業全般も前述のとおり前年度比で 70万円ほど上回
る結果となりました。会員就業率においても、会員数が増加しても就業率がアッ

プできるまでになり、会員登録後すぐに就業に就いていただく取組が奏功して

いるものと思われます。また会員数も 2 年連続で純増する結果となり、シルバ
ーの存在も徐々に認知されてきたものと思われます。 
委員会活動として、令和 5年度は事業企画委員会、広報委員会、女性委員会の

3つの委員会が活発に活動できました。事業企画委員会では、複数回の講習会や
ハイキングなどの企画実行、女性委員会も 30周年記念式典の来場プレゼントを
手作りで製作いただき、式典参加者からも大好評を得ました。広報委員会も記念

誌製作に当たっての写真撮影などを積極的に活動されました。目的は、「会員主

体のセンターづくり」、「会員拡大」、「就業機会の拡大」です。今後も各委員会の

活動を通じて、会員拡大や就業機会の拡大をはじめ、会員と事務局、会員同士の

繋がりを高めてまいります。 
 
 
２．会員の拡大 
全国的にも会員の高齢化や会員数の減少が進む中において、会員の拡大はシ

ルバー人材センターの大きな課題の一つです。令和 5 年度も引き続き、生駒市
広報誌「いこまち」への綴りファイルへの広告掲載など実施しました。新規の入

会説明会は定期開催を月 2回実施しました。また新規入会の会費額を 10月以降
から段階的な引下げ施策、夫婦会員であれば会費を半額にする施策も行うこと

で、年間通じて入会者があり、会員数の増加に繋がったと思われます。 
これにより、令和 3 年度から 2 年連続で前年度を上回る会員数の結果が出す
ことができました。全国的に会員数の減少する中において、会員数を増加できて

いることは喜ばしいことであります。これまでの取組は継続して行い、令和 6年
度も会員数が 1 名でも多くなるように女性会員の増加施策を中心に新たな取組
を行いたいと思います。 
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会員に受講するように働きかけ、今後もサービス向上を目指してまいります。 
また高齢者による交通事故等が全国的に多く発生している状況から、会員に

対する安全運転をはじめとする交通安全の講習も企画してまいると共に健康増

進などに関する講習会を企画していきたいと考えています。 
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１．理事会等の開催状況 
会議名 開催年月日 主な内容 
令和 5年度 
第 1回通常理事会 

令和 5年 5月 23日 1.令和 4年度事業報告 
2.令和 4年度収支決算報告（監査報告） 
3.役員の選任 
4.令和 5年度定時総会招集手続き等 
5.令和 4年度下半期（10月～3月）におけ
る代表理事等の職務執行状況報告 

6.正会員の入会 
令和 5年度 
定時総会 

令和 5年 6月 22日 1.令和 4年度収支決算報告（監査報告） 
2.役員の選任 
3.令和 4年度事業報告 
4.令和 5年度事業計画及び収支予算 

令和 5年度 
第 2回通常理事会 

令和 5年 9月 28日 1.令和 6年度見積基準額表 
2.規則の一部改正 
3.会費の減免 
4.事務局職員採用（事務局体制） 
5.正会員の入会 
6.令和 5年度収支状況中間報告 
7.令和 5年度事故発生中間報告 
8.創立 30周年記念事業 

令和 5年度 
第 3回通常理事会 

令和 5年 12月 23日 1.令和 6年度予算編成方針 
2.令和 5年度第 1回補正予算 
3.職員給与旅費規則の一部改正 
4.令和 5年度上半期（4月～9月）におけ
る代表理事等の職務執行状況報告 

5.正会員入会 
6.令和 6年度役員選出方針 
7.自転車駐車場指定管理者の指定申請 
8.設立 30周年記念式典への出席依頼 

令和 5年度 
第 4回通常理事会 

令和 6年 3月 25日 1.令和 5年度第 2回補正予算 
2.令和 6年度事業計画 
3.令和 6年度収支予算 
4.職員給与旅費規則の一部改正 
5.役員賠償責任保険の加入 
6.正会員の入会 
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会員に受講するように働きかけ、今後もサービス向上を目指してまいります。 
また高齢者による交通事故等が全国的に多く発生している状況から、会員に

対する安全運転をはじめとする交通安全の講習も企画してまいると共に健康増

進などに関する講習会を企画していきたいと考えています。 
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7.令和 6年度理事会・定時総会開催予定 
8.生駒駅前自転車駐車場の指定管理報告 

 
 
２．諸会議・行事等の開催状況 
名称 月日及び場所 内容 
衣目公認会計士監査 令和 5年 4月 27日 令和 4年度会計監査 
監事監査 令和 5年 5月 9日 令和 4年度運営監査 
県シ協‐第 1回事務
局長会議 

令和 5年 6月 9日 連合事務局長会議報告 

県シ協‐第 1回安全 
適正就業対策推進

委員会 

令和 5年 6月 26日 令和 5年度安全適正就業実施計画 
研修会開催、安全パトロールについて 

奈良県‐立入検査 
 

令和 5年 8月 1日 公益法人適正運営検査 

近シ協‐職員研修

会 
令和 5年 8月 21日 

～22日 
「包括契約」に関する研修会 

奈良県‐公益法人

研修会 
令和 5年 9月 5日 公益法人立入検査指摘事項等注意点、公益

法人の役割と責任について 
会員役員会 令和 5年 9月 6日 令和 6年度見積基準額の検討 
全シ協‐派遣元責

任者講習 
令和 5年 9月 26日 派遣事業運営法人に対する定期講習会 

県シ協‐第 2回安全
適正就業対策推進

委員会 

令和 5年 9月 27日 講義：適正就業ガイドライン、飛石事故防

止について 
グループ討議 

県シ協‐第 2回事務
局長会議 

令和 5年 10月 16日 連合事務局長会議報告、意見交換会 

県シ協‐経理担当

者会議 
令和 5年 10月 18日 インボイス制度及び電子帳簿保存法につ

いて 
県シ協‐安全パト

ロール 
令和 5年 10月 20日 天理市 SC、磯城郡 SC 訪問、安全就業意

見交換会 
県シ協‐派遣元実

務担当者研修 
令和 6年 1月 18日 講義：労働者派遣の概要及び留意点 

意見交換会 
県シ協‐第 2回安全
適正就業対策推進

委員会 

令和 6年 2月 5日 安全パトロール結果報告、令和 6年度委員
会活動計画 
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県シ協‐奈良シル

ボンヌのつどい 
令和 6年 2月 7日 女性会員の拡大と交流会 

県シ協‐第 3回事務
局長会議 

令和 6年 2月 20日 連合事務局長会議報告、フリーランス新法

に関する契約方法の見直し 
 
 
３．各委員会の開催状況 
①安全委員会 
会議名 開催年月日 主な内容 
第 1回委員会 令和 5年 5月 29日 令和 4年度活動報告、令和 5年度計画等 
第 2回委員会 令和 5年 7月 10日 安全パトロール（剪定班 草刈班） 
第 3回委員会 令和 5年 11月 14日 安全パトロール（草抜班 草刈班 公園清

掃班） 
第 4回委員会 令和 6年 2月 29日 生駒警察による交通安全運転講習 

 
②事業企画委員会 
会議名 開催年月日 主な内容 
第 8回委員会 令和 5年 5月 23日 次回交流会テーマの検討協議 
第 9回委員会 令和 5年 6月 23日 会員交流会第 2回協議 
第 10回委員会 令和 5年 7月 21日 会員交流会第 2回協議 
第 11回委員会 令和 5年 8月 22日 会員交流会第 2回協議 
第 12回委員会 令和 5年 9月 26日 11月 25日開催ハイキングについて 
第 13回委員会 令和 5年 10月 18日 11月 25日開催ハイキングについて 
第 14回委員会 令和 5年 11月 17日 定期的な会員交流の場について 
イベント企画 令和 5年 11月 25日 会員交流会ハイキング 往馬大社他 
第 15回委員会 令和 5年 12月 26日 定期的な会員交流の場について 
定期交流会 令和 6年 2月 9日 会員交流会 囲碁・将棋 
定期交流会 令和 6年 2月 22日 会員交流会 囲碁・将棋 
イベント企画 令和 6年 2月 26日 スマホ教室開催 
第 16回委員会 令和 6年 2月 13日 イモ山公園散策について 
定期交流会 令和 6年 3月 8日 会員交流会 囲碁・将棋 筆ペン教室 
第 17回委員会 令和 6年 3月 22日 4月からの会員交流会について 
イベント企画 令和 6年 3月 29日 イモ山散策ウォーク 

 
 

7.令和 6年度理事会・定時総会開催予定 
8.生駒駅前自転車駐車場の指定管理報告 

 
 
２．諸会議・行事等の開催状況 
名称 月日及び場所 内容 
衣目公認会計士監査 令和 5年 4月 27日 令和 4年度会計監査 
監事監査 令和 5年 5月 9日 令和 4年度運営監査 
県シ協‐第 1回事務
局長会議 

令和 5年 6月 9日 連合事務局長会議報告 

県シ協‐第 1回安全 
適正就業対策推進

委員会 

令和 5年 6月 26日 令和 5年度安全適正就業実施計画 
研修会開催、安全パトロールについて 

奈良県‐立入検査 
 

令和 5年 8月 1日 公益法人適正運営検査 

近シ協‐職員研修

会 
令和 5年 8月 21日 

～22日 
「包括契約」に関する研修会 

奈良県‐公益法人

研修会 
令和 5年 9月 5日 公益法人立入検査指摘事項等注意点、公益

法人の役割と責任について 
会員役員会 令和 5年 9月 6日 令和 6年度見積基準額の検討 
全シ協‐派遣元責

任者講習 
令和 5年 9月 26日 派遣事業運営法人に対する定期講習会 

県シ協‐第 2回安全
適正就業対策推進

委員会 

令和 5年 9月 27日 講義：適正就業ガイドライン、飛石事故防

止について 
グループ討議 

県シ協‐第 2回事務
局長会議 

令和 5年 10月 16日 連合事務局長会議報告、意見交換会 

県シ協‐経理担当

者会議 
令和 5年 10月 18日 インボイス制度及び電子帳簿保存法につ

いて 
県シ協‐安全パト

ロール 
令和 5年 10月 20日 天理市 SC、磯城郡 SC 訪問、安全就業意

見交換会 
県シ協‐派遣元実

務担当者研修 
令和 6年 1月 18日 講義：労働者派遣の概要及び留意点 

意見交換会 
県シ協‐第 2回安全
適正就業対策推進

委員会 

令和 6年 2月 5日 安全パトロール結果報告、令和 6年度委員
会活動計画 
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③広報委員会 
会議名 開催年月日 主な内容 
第 6回委員会 令和 5年 7月 11日 広報活動について 
第 7回委員会 令和 5年 8月 17日 30周年記念誌、各職種、取材について 
第 8回委員会 令和 5年 9月 25日 30周年記念誌、取材割振りなど 
第 9回委員会 令和 5年 10月 25日 30周年記念誌、今後の予定 
第 10回委員会 令和 5年 11月 16日 各職群チラシ作成について 

 
②女性委員会 
会議名 開催年月日 主な内容 
第 8回委員会 令和 5年 4月 11日 他市 SC活動状況、次回企画内容検討 
第 9回委員会 令和 5年 5月 30日 イベント内容検討 
イベント企画 令和 5年 6月 27日 体操教室・フレイル予防 
第 10回委員会 令和 5年 7月 4日 イベント開催の振り返り 
第 11回委員会 令和 5年 8月 9月 次回企画内容検討 
第 12回委員会 令和 5年 9月 14日 企画内容の継続検討 
第 13回委員会 令和 5年 10月 31日 30周年記念来場記念品について 
第 14回委員会 令和 5年 11月 10日 30周年記念来場記念品について 
イベント企画 令和 5年 11月 18日 女性会員ハイキング 

 
 
４．研修・講習会の開催状況 
名称 開催年月日 主な内容 参加数 
特殊詐欺防止講習会 
（事業企画委員会） 

令和 5年 4月 15日 生駒警察署による特殊詐欺防

止に関する講習会 
60名 

フレイル予防講演 
（事業企画委員会） 

令和 5年 8月 26日 栄養士・保健師によるフレイル

予防に関する講演 
39名 

運転適性診断 令和 6年 1月 11日、 
令和 6年 2月 9日 

社有車運転業務に関わる会員

を対象とした適性診断 
19名 

接遇マナー講習 令和 6年 2月 19日～
2月 20日（2日間） 

接遇マナー及びコミュニケー

ション研修 
161名 
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５．事故発生状況 
事故種類 件数 業務班 内 容 
賠償事故 6件 剪定班 トラック移動中荷台の扉が開き壁を損傷(5/9) 

草刈班 トラックをバックで駐車中ガレージ門扉に接触(6/22) 
草刈班 飛石で他社車両の窓ガラスを破損(9/10) 
剪定班 庭の電灯カバーに接触し外れて破損(9/19) 
剪定班 ゴミの積込中、塀上部の瓦屋根を破損(12/4) 
剪定班 庭のセンサーライトの接続ケーブルを切断(12/5） 

傷害事故 7件 駐輪場班 横断歩道を横断中、つまずいて転倒(7/7) 
剪定班 作業中蜂に刺される(8/3) 
剪定班 作業中電動バリカンで右手人差し指の先を切る(10/6) 
剪定班 作業中蜂に刺される(11/8) 
建物管理 就業中に転倒する(6/1) 
家事援助 就業に向かう途中に転倒(3/6) 
剪定班 作業中バラのトゲが指に刺さる(3/15) 

 
 
６．会員の状況 

(1) 会員入退会状況 ・・・・・・・・・・・・・・・ 別紙（１） 
(2) 年齢別会員構成比 ・・・・・・・・・・・・・・ 別紙（２） 
(3) 会員就業状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 別紙（３） 

 
 
７．事業実績 

(1) 職群別事業実績表 ・・・・・・・・・・・・・・ 別紙（４） 
(2) 月別事業実績表 ・・・・・・・・・・・・・・・ 別紙（５） 

③広報委員会 
会議名 開催年月日 主な内容 
第 6回委員会 令和 5年 7月 11日 広報活動について 
第 7回委員会 令和 5年 8月 17日 30周年記念誌、各職種、取材について 
第 8回委員会 令和 5年 9月 25日 30周年記念誌、取材割振りなど 
第 9回委員会 令和 5年 10月 25日 30周年記念誌、今後の予定 
第 10回委員会 令和 5年 11月 16日 各職群チラシ作成について 

 
②女性委員会 
会議名 開催年月日 主な内容 
第 8回委員会 令和 5年 4月 11日 他市 SC活動状況、次回企画内容検討 
第 9回委員会 令和 5年 5月 30日 イベント内容検討 
イベント企画 令和 5年 6月 27日 体操教室・フレイル予防 
第 10回委員会 令和 5年 7月 4日 イベント開催の振り返り 
第 11回委員会 令和 5年 8月 9月 次回企画内容検討 
第 12回委員会 令和 5年 9月 14日 企画内容の継続検討 
第 13回委員会 令和 5年 10月 31日 30周年記念来場記念品について 
第 14回委員会 令和 5年 11月 10日 30周年記念来場記念品について 
イベント企画 令和 5年 11月 18日 女性会員ハイキング 

 
 
４．研修・講習会の開催状況 
名称 開催年月日 主な内容 参加数 
特殊詐欺防止講習会 
（事業企画委員会） 

令和 5年 4月 15日 生駒警察署による特殊詐欺防

止に関する講習会 
60名 

フレイル予防講演 
（事業企画委員会） 

令和 5年 8月 26日 栄養士・保健師によるフレイル

予防に関する講演 
39名 

運転適性診断 令和 6年 1月 11日、 
令和 6年 2月 9日 

社有車運転業務に関わる会員

を対象とした適性診断 
19名 

接遇マナー講習 令和 6年 2月 19日～
2月 20日（2日間） 

接遇マナー及びコミュニケー

ション研修 
161名 
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別別表表（（１１）） 会会 員員 入入 退退 会会 状状 況況

① 生きがい、社会参加
② 仲間作り
③ 時間的余裕
④ 健康維持・増進
⑤ 経済的理由
⑥ その他

合計

① 生きがい、社会参加
② 仲間作り
③ 時間的余裕
④ 健康維持・増進
⑤ 経済的理由
⑥ その他

合計

① 生きがい、社会参加
② 仲間作り
③ 時間的余裕
④ 健康維持・増進
⑤ 経済的理由
⑥ その他

合計

① 病気（本人）
② シルバー事業通じて就職
③ その他で就職
④ 死亡
⑤ 転居
⑥ 希望する仕事なし
⑦ 就業機会なし
⑧ 家庭の事情
⑨ 会費未納
⑩ 加齢
⑪ 他団体等への加入
⑫ センター運営に対する不満
⑬ 未回答
⑭ その他

合計

① 病気（本人）
② シルバー事業通じて就職
③ その他で就職
④ 死亡
⑤ 転居
⑥ 希望する仕事なし
⑦ 就業機会なし
⑧ 家庭の事情
⑨ 会費未納
⑩ 加齢
⑪ 他団体等への加入
⑫ センター運営に対する不満
⑬ 未回答
⑭ その他

合計

① 病気（本人）
② シルバー事業通じて就職
③ その他で就職
④ 死亡
⑤ 転居
⑥ 希望する仕事なし
⑦ 就業機会なし
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫ センター運営に対する不満
⑬ 未回答
⑭ その他

合計

◎入会理由

(女性）

(合計）

家庭の事情
会費未納
加齢
他団体等への加入

(男性）

(女性）

(合計）

◎退会理由
(男性）

①

②

③

④

⑤ ⑥

②

①

②
③

④

⑤ ⑥

①

②

③

④

⑤
⑥

①

③

④
⑤

⑥

⑧
⑨

⑩

⑪

⑫
⑭

③

⑨

⑩

⑭

①

③
④

⑤

⑥
⑧

⑨

⑩

⑪

⑫
⑭
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別別表表（（２２））

年齢別会員数（人）

年年 齢齢 別別 会会 員員 構構 成成 比比

男性

男性 女性

女性

会員の最高年齢（歳）

全体

65～69歳

70～74歳

（令和６年３月３１日現在）

会員の平均年齢（歳）

合計

60～64歳

75歳以上

男性 女性

構成比合計

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳以上

別別表表（（１１）） 会会 員員 入入 退退 会会 状状 況況

① 生きがい、社会参加
② 仲間作り
③ 時間的余裕
④ 健康維持・増進
⑤ 経済的理由
⑥ その他

合計

① 生きがい、社会参加
② 仲間作り
③ 時間的余裕
④ 健康維持・増進
⑤ 経済的理由
⑥ その他

合計

① 生きがい、社会参加
② 仲間作り
③ 時間的余裕
④ 健康維持・増進
⑤ 経済的理由
⑥ その他

合計

① 病気（本人）
② シルバー事業通じて就職
③ その他で就職
④ 死亡
⑤ 転居
⑥ 希望する仕事なし
⑦ 就業機会なし
⑧ 家庭の事情
⑨ 会費未納
⑩ 加齢
⑪ 他団体等への加入
⑫ センター運営に対する不満
⑬ 未回答
⑭ その他

合計

① 病気（本人）
② シルバー事業通じて就職
③ その他で就職
④ 死亡
⑤ 転居
⑥ 希望する仕事なし
⑦ 就業機会なし
⑧ 家庭の事情
⑨ 会費未納
⑩ 加齢
⑪ 他団体等への加入
⑫ センター運営に対する不満
⑬ 未回答
⑭ その他

合計

① 病気（本人）
② シルバー事業通じて就職
③ その他で就職
④ 死亡
⑤ 転居
⑥ 希望する仕事なし
⑦ 就業機会なし
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫ センター運営に対する不満
⑬ 未回答
⑭ その他

合計

◎入会理由

(女性）

(合計）

家庭の事情
会費未納
加齢
他団体等への加入

(男性）

(女性）

(合計）

◎退会理由
(男性）

①

②

③

④

⑤ ⑥

①

②
③

④

⑤ ⑥

①

②

③

④

⑤
⑥

①

③

④
⑤

⑥

⑧
⑨

⑩

⑪

⑫
⑭

③

⑨

⑩

⑭

①

③
④

⑤

⑥
⑧

⑨

⑩

⑪

⑫
⑭
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別別表表（（３３））

年齢・男女別就業実人員（人）（令和６年３月３１日現在）

男性 女性 合計（A） 会員数(B)

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳 以 上

合 計

（A）/（B）
※期間就業実人員

　            期間就業率

会会 員員 就就 業業 状状 況況

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳以上
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別別表表（（４４））

％

(令和５年４月～令和６年３月)

％ 人員

職職  群群  別別  事事  業業  実実  績績  表表

サ ー ビ ス 群

合 計

受 注 件 数 契 約 金 額 就 業 延 人 員

技 術 群

％

技 能 群

その他

件

事 務 整 理 群

区分

一 般 作 業 群

事項

円

管 理 群

折 衝 外 交 群

別別表表（（３３））

年齢・男女別就業実人員（人）（令和６年３月３１日現在）

男性 女性 合計（A） 会員数(B)

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳 以 上

合 計

（A）/（B）
※期間就業実人員

　            期間就業率

会会 員員 就就 業業 状状 況況

～ 歳

～ 歳

～ 歳

～ 歳

歳以上
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別別表表（（５５））

配 分 金 材 料 費 事 務 費 駐 輪 場 合 計 公 共 民 間

合計 ―

0件 0人日 0人 0名 0円
求人件数 求人延数 求職者数 就職者数 求人者手数料

22件 3,464人 24,385,899円 19,568,808円 1,457,224円
有料職業紹介事業実績

一般労働者派遣事業実績
受注件数 就業延人員 契約金額 賃金 派遣事務手数料

月月 別別 事事 業業 実実 績績 表表

月 別

(令和５年４月～令和６年３月）
契約金額（円） 内訳（円）

受  託
件  数

月  間
就  業
延人数

月 末
会 員

数

契約金額（円）

前年度

当年度

（円）

（月）
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報告第２号 令和６年度事業計画及び収支予算について

 

令和６年度 公益社団法人生駒市シルバー人材センター事業計画

はじめに

奈良県内のシルバー人材センター会員数は令和４年度で７，５６５人（前年比 １０５

名）となり、会員数は直近の年度でも右肩下がりが続いており、令和元年度から７９７名

の減少となっています。一方、当センターにおいては、令和４年度は５５８名で前年度

から１３名増となり、会員数は増加に転じています。また平均年齢は令和４年度で７５．

２歳（前年比＋０．１歳）となっており、会員高齢化は着実に進んでいます。

企業側も６５歳までの雇用確保義務に加え、令和３年４月から７０歳までの就業機会

確保の努力義務が課されています。このような状況から更なる会員入会年齢の上昇が

予想されます。当センターが地域の期待や会員からのニーズに応え、持続可能な団

体であるためには、会員数の拡大は不可欠です。会員の構成比等からみても拡大見

込みのある女性を対象とした会員の拡大を積極的に取り組む必要があります。

加えて、令和５年１０月からインボイス制度がスタートし、またフリーランス新法に対応

したシルバー人材センターとして新たな契約方法の見直しが検討されています。この

見直しについてはセンター運営に大きく影響を与えるものであることから、県シ協等関

係各所からの情報収集に努めます。シルバー人材センターには運営の根幹である

「適正就業ガイドライン」があります。新たな契約方法にも対応しつつ、法令順守の観

点からも非常に重要な事項であることから、適正就業ガイドラインに沿った適正就業を

推進してまいります。

以上のことから、安全委員会及び事業企画委員会、広報委員会、女性委員会の３

つの委員会を通じて、「会員及び就業拡大」、「安全適正就業」、「会員主体のセンタ

ー」に関する課題に取組、３つの基本方針を掲げ推進してまいります。

１．基本方針

（ １ ） 会員数及び就業機会の拡大

（ ２ ） 安全適正就業対策（法改正等の対応）

（ ３ ） 会員主体のセンターづくり

２．具体的施策

（ １ ） 会員数及び就業機会の拡大

当センターの会員数は、令和元年度末で６３４名でした。直近の会員数は５７０名（令

和６年２月）で、６４名の減少となっています。会員数の減少の底打ちはしたと思われ、

直近の２年間は増加に転じているものの、令和元年度実績にも回復していない状態に

別別表表（（５５））

配 分 金 材 料 費 事 務 費 駐 輪 場 合 計 公 共 民 間

合計 ―

0件 0人日 0人 0名 0円
求人件数 求人延数 求職者数 就職者数 求人者手数料

22件 3,464人 24,385,899円 19,568,808円 1,457,224円
有料職業紹介事業実績

一般労働者派遣事業実績
受注件数 就業延人員 契約金額 賃金 派遣事務手数料

月月  別別  事事  業業  実実  績績  表表

月 別

(令和５年４月～令和６年３月）
契約金額（円） 内訳（円）

受  託
件  数

月  間
就  業
延人数

月 末
会 員

数

契約金額（円）

前年度

当年度

（円）

（月）
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報告第２号 令和６年度事業計画及び収支予算について

 

あります。会員数は全国的にみても未だ増加に転じておらず、全国シルバー人材セン

ター事業協会においても重点取組事項として、各センター単位に令和元年度の会員

数を目標として、具体的な取組を行うよう要請が出ています。当センターにおいても、

会員数の拡大は事業の根幹であることから、最優先取組事項として会員数増加に転じ

る取組を企画実行してまいります。特に女性会員の入会促進にはまだまだ取組の余

地があります。全国の各センターにおける女性会員比率は約３０％ですが、当センタ

ーにおいては２６％と低い水準にあります。現在の入会説明会のみならず、女性委員

会や広報委員会、事業企画委員会を通じて、入会につながる施策を実行するとともに、

退会抑止となる入会後の早期就業や会員同士のつながりを深められる交流会などを

今後とも継続してまいります。

また、シルバー事業のもう一つの重点取組事項である就業機会の拡大については、

派遣事業の拡大を重点に取組んでまいります。ここ数年も継続して取組んでいました

が、令和６年度は更に取組を強化します。市内の企業店舗等への営業活動を推進し

ます。その他、エリアサポート事業の拡充や就業体験会の開催、未就業会員に対する

就業相談会などを企画して実行していきたいと考えております。

（ ２ ） 安全適正就業対策（法改正等の対応）

全国的に賠償事故が増加しています。特に機械除草作業における飛び石事故が多

発しており、賠償保険金の支払い金額が大きく膨らむ一方とのことで、すでに賠償保

険としては危機的状況にあると聞いており、このまま推移すれば近いうちにシルバー

人材センターに対する賠償保険の引き受けも出来なくなると言われています。

このような事態を受け、当センターにおいても令和６年度の賠償事故の発生を無く

すため、事故防止を最重点事項に挙げて安全委員会を通じて取組を実施してまいる

所存です。当センターの作業別安全就業基準をベースにおき、厚生労働省及び全国

シルバー人材センター事業協会から出されている安全適正就業ガイドラインに沿った

業務運営体制の確立も同時に推進してまいります。

また昨今、高齢者の自動車運転に関する事故が取りざたされています。当センター

もセンター公用車の運転業務には年齢制限を設けておりますが、年齢のみで運転可

否の判断ができるものではないため、運転適性診断等の取組を今後も継続するととも

に、その他交通事故予防や高齢者向けの安全運転講習会なども開催して、会員に受

講してもらうように働きかけを行い、会員の安全はもとより、第３者への安全も含めた安

全就業への啓発を推進してまいります。

また、フリーランス新法に対応した新たな契約方法への移行については、会員の就

業に関する情報のデジタル化は必須となります。従来から多く使用してきた紙ベース
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報告第２号 令和６年度事業計画及び収支予算について

 

では限界があります。このことから、主たるシステムであるエイジレス８０の追加機能を

活用して、会員との新たな契約方法に向けた取組を推進していく必要があります。デ

ジタルに不慣れな会員もおられるため、スマホ教室などのデジタル化に向けた講座を

開催するなど、少しでも馴染んでもらえるように取組ます。

加えて、ここ数年に亘り最低賃金の大幅な引き上げによる配分金基準額も上がって

います。令和６年度も同様に大きく引き上がる予想がされています。同じ仕事をしてい

ても単価が上がることから、発注者からは仕事の質を求められます。会員には対価に

合う仕事ができ、発注者から喜んでもらえる仕事を実施できるよう理解してもらうことが

大切です。事務局も会員とともに質の向上を図れるように取組んでまいります。

（ ３ ） 会員主体のセンターづくり

基本理念「自主・自立・共働・共助」を基礎として、シルバー人材センターのあるべき

姿である会員一人ひとりがシルバー人材センター運営に参画するため、事業企画委

員会、広報委員会、女性委員会の３つの委員会を立ち上げています。令和６年度も引

き続き、３つの委員会をベースに変革を推進してまいります。これまで各委員会におい

て、会員同士のつながり、事務局と会員のつながりを深めるための取組を実践されて

います。現在実施されている取組は今後も継続していく予定です。

またフリーランス新法やインボイス制度及び新しい契約方法などの多くの外部環境

の変化への対応が求められています。これら全てを事務局で対応することは難しく、外

部環境への対応をはじめ、これらの変化に応じた業務の効率化・省力化が図られるよ

うに会員の皆様の協力をお願いしたいと考えております。主体はあくまでも会員である

こと、事務局は様々なルールを逸脱することなく、就業しやすい環境を構築していくこ

と、会員と事務局双方が本来のシルバー人材センターの形になるように改善してまい

ります。
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あります。会員数は全国的にみても未だ増加に転じておらず、全国シルバー人材セン

ター事業協会においても重点取組事項として、各センター単位に令和元年度の会員

数を目標として、具体的な取組を行うよう要請が出ています。当センターにおいても、

会員数の拡大は事業の根幹であることから、最優先取組事項として会員数増加に転じ

る取組を企画実行してまいります。特に女性会員の入会促進にはまだまだ取組の余

地があります。全国の各センターにおける女性会員比率は約３０％ですが、当センタ

ーにおいては２６％と低い水準にあります。現在の入会説明会のみならず、女性委員

会や広報委員会、事業企画委員会を通じて、入会につながる施策を実行するとともに、

退会抑止となる入会後の早期就業や会員同士のつながりを深められる交流会などを

今後とも継続してまいります。

また、シルバー事業のもう一つの重点取組事項である就業機会の拡大については、

派遣事業の拡大を重点に取組んでまいります。ここ数年も継続して取組んでいました

が、令和６年度は更に取組を強化します。市内の企業店舗等への営業活動を推進し

ます。その他、エリアサポート事業の拡充や就業体験会の開催、未就業会員に対する

就業相談会などを企画して実行していきたいと考えております。

（ ２ ） 安全適正就業対策（法改正等の対応）

全国的に賠償事故が増加しています。特に機械除草作業における飛び石事故が多

発しており、賠償保険金の支払い金額が大きく膨らむ一方とのことで、すでに賠償保

険としては危機的状況にあると聞いており、このまま推移すれば近いうちにシルバー

人材センターに対する賠償保険の引き受けも出来なくなると言われています。

このような事態を受け、当センターにおいても令和６年度の賠償事故の発生を無く

すため、事故防止を最重点事項に挙げて安全委員会を通じて取組を実施してまいる

所存です。当センターの作業別安全就業基準をベースにおき、厚生労働省及び全国

シルバー人材センター事業協会から出されている安全適正就業ガイドラインに沿った

業務運営体制の確立も同時に推進してまいります。

また昨今、高齢者の自動車運転に関する事故が取りざたされています。当センター

もセンター公用車の運転業務には年齢制限を設けておりますが、年齢のみで運転可

否の判断ができるものではないため、運転適性診断等の取組を今後も継続するととも

に、その他交通事故予防や高齢者向けの安全運転講習会なども開催して、会員に受

講してもらうように働きかけを行い、会員の安全はもとより、第３者への安全も含めた安

全就業への啓発を推進してまいります。

また、フリーランス新法に対応した新たな契約方法への移行については、会員の就

業に関する情報のデジタル化は必須となります。従来から多く使用してきた紙ベース
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科目 予算額
前年度予算額
（補正後）

増減 内訳

１．経常増減の部

（1）経常収益

受託事業収益 233,900,000 227,800,000 6,100,000

受取配分金 170,000,000 165,000,000 5,000,000 見積基準単価930円から970円

受取材料費等 19,500,000 19,000,000 500,000

受取事務費 20,400,000 19,800,000 600,000 配分金12％

自転車駐車場利用料金収益 24,000,000 24,000,000 0

労働者派遣事業等受託収益 1,500,000 2,000,000 △ 500,000

労働者派遣事業受託収益 1,500,000 2,000,000 △ 500,000

  有料職業紹介受託収益 100,000 100,000 0

有料職業紹介受託収益         　　 100,000 100,000 0

受取会費 1,200,000 1,160,000 40,000

正会員受取会費 1,200,000 1,160,000 40,000 会員数600名を想定

特別会員受取会費 0 0

賛助会員受取会費 0 0

受取補助金等 22,916,000 22,916,000 0

受取連合交付金 11,458,000 11,458,000 0

受取市（区）町村補助金 11,458,000 11,458,000 0

受取寄付金 0 0 0

受取寄付金 0 0 0

雑収益 52,000 52,000 0

受取利息 2,000 2,000 0

雑収益 50,000 50,000 0

経常収益計 259,668,000 254,028,000 5,640,000

（2）経常費用 0

事業費 260,920,000 253,010,000 7,910,000

支払材料費等 11,000,000 11,200,000 △ 200,000

給料手当 20,400,000 20,000,000 400,000 職員社会保険料
産休職員復職による増

臨時雇賃金 4,000,000 4,500,000 △ 500,000 臨時職員人件費
臨時職員の減

法定福利費 3,800,000 3,100,000 700,000 職員社会保険料
産休職員復職による増

退職給付費用 1,300,000 1,300,000 0 退職金積立金等

福利厚生費 90,000 90,000 0 職員健康診断費用

会議費 30,000 20,000 10,000

旅費交通費 150,000 150,000 0

什器備品費 200,000 200,000 0

（単位：円）

公益社団法人生駒市シルバー人材センター令和６年度収支予算
令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで
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科目 予算額
前年度予算額
（補正後）

増減 内訳

消耗品費 2,000,000 2,200,000 △ 200,000

通信運搬費 2,900,000 2,500,000 400,000 電話代、切手代等
郵便料金改定による増

減価償却費 90,000 50,000 40,000

支払配分金 192,300,000 186,000,000 6,300,000 会員配分金

修繕費 1,400,000 1,600,000 △ 200,000 機械修理費等

印刷製本費 200,000 330,000 △ 130,000 チラシ等作成費用

光熱水料費 1,850,000 2,200,000 △ 350,000 電気、水道料金

賃借料 6,500,000 6,860,000 △ 360,000 車両リース代

保険料 3,700,000 3,700,000 0 シルバー保険、自動車保険、
火災保険等

諸謝金 50,000 50,000 0

租税公課 4,900,000 2,000,000 2,900,000 インボイスによる会員配分金
消費税による増

支払負担金 30,000 30,000 0

組織活動助成費 0 0 0

委託費 3,400,000 4,300,000 △ 900,000 会員見積費用等、各委員会活
動

教材費 30,000 30,000 0

訓練委託費 0 0 0

支払手数料 500,000 500,000 0 コンビニ収納サービス手数
料、銀行振込手数料等

貸倒損失 0 0 0

雑費 100,000 100,000 0

管理費 4,185,000 5,185,000 △ 1,000,000

給料手当 1,000,000 1,000,000 0

法定福利費 130,000 130,000 0

退職給付費用 40,000 40,000 0

福利厚生費 10,000 10,000 0

会議費 5,000 5,000 0

役員等旅費交通費 800,000 650,000 150,000

通信運搬費 20,000 20,000 0

消耗品費 20,000 50,000 △ 30,000 30周年記念事業費の減

印刷製本費 50,000 400,000 △ 350,000 30周年記念事業費の減

光熱水料費 0 0 0

賃借料 120,000 130,000 △ 10,000 30周年記念事業費の減

保険料 100,000 120,000 △ 20,000 30周年記念事業費の減

租税公課 50,000 25,000 25,000

支払負担金 300,000 265,000 35,000

委託費 1,500,000 2,080,000 △ 580,000 30周年記念事業費の減

支払手数料 10,000 10,000 0

雑費 30,000 250,000 △ 220,000 30周年記念事業費の減
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科目 予算額
前年度予算額
（補正後）

増減 内訳

経常費用計 265,105,000 258,195,000 6,910,000

当期経常増減額 △ 5,437,000 △ 4,167,000 △ 1,270,000

２．経常外増減の部

（1）経常外収益

特定資産取崩収入 0

経常外収益計 0 0 0

（2）経常外費用

固定資産売却（除却）損 0 0 0

経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

他会計振替額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 5,437,000 △ 4,167,000 △ 1,270,000

一般正味財産期首残高 - - -

一般正味財産期末残高 - - -

Ⅱ　正味財産期末残高 - - -

予算注記

１．借入限度額 0円

２．債務負担額　（令和６年度）　合計 6,441,108 円

　　（内訳）

　　　エイジレス８０ 1,222,320 円

　　　サーバー 426,360 円

　　　ビジネスフォン 191,400 円

　　　複合機 22,308 円

　　　カラープリンター 207,240 円

　　　自動車（１３台） 2,811,480 円

　　　駐車場賃借料 1,560,000 円

３．資金調達の見込み なし

４．設備投資の見込み なし
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0

3
,
8
0
0
,
0
0
0

3
,
8
0
0
,
0
0
0

0
3
,
8
0
0
,
0
0
0

退
職

給
付

費
用

1
,
1
5
0
,
0
0
0

1
5
0
,
0
0
0

1
,
3
0
0
,
0
0
0

1
,
3
0
0
,
0
0
0

0
1
,
3
0
0
,
0
0
0

福
利

厚
生

費
5
0
,
0
0
0

0
4
0
,
0
0
0

9
0
,
0
0
0

9
0
,
0
0
0

0
9
0
,
0
0
0

会
議

費
2
0
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

3
0
,
0
0
0

3
0
,
0
0
0

0
3
0
,
0
0
0

旅
費

交
通

費
1
5
0
,
0
0
0

1
5
0
,
0
0
0

1
5
0
,
0
0
0

0
1
5
0
,
0
0
0

什
器

備
品

費
2
0
0
,
0
0
0

2
0
0
,
0
0
0

2
0
0
,
0
0
0

0
2
0
0
,
0
0
0

消
耗

品
費

9
0
0
,
0
0
0

9
0
0
,
0
0
0

1
0
0
,
0
0
0

1
0
0
,
0
0
0

2
,
0
0
0
,
0
0
0

2
,
0
0
0
,
0
0
0

0
2
,
0
0
0
,
0
0
0

通
信

運
搬

費
1
,
8
0
0
,
0
0
0

1
0
0
,
0
0
0

1
,
0
0
0
,
0
0
0

2
,
9
0
0
,
0
0
0

2
,
9
0
0
,
0
0
0

0
2
,
9
0
0
,
0
0
0

令
和
６
年
度
　
　
収
　
支
　
予
　
算
　
書
　
内
　
訳
　

表
（

単
位

：
円

）

科
目

公
益

目
的

事
業

会
計

(
実

施
事

業
等

会
計

)

法
人

会
計

合
計

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

事
業

共
通

小
計
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就
業

機
会

提
供

事
業

就
業

機
会

確
保

事
業

自
転

車
駐

車
場

特
別

事
業

現
役

世
代

サ
ポ

ー
ト

事
業

計

科
目

公
益

目
的

事
業

会
計

(
実

施
事

業
等

会
計

)

法
人

会
計

合
計

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

事
業

共
通

小
計

減
価

償
却

費
9
0
,
0
0
0

9
0
,
0
0
0

9
0
,
0
0
0

0
9
0
,
0
0
0

支
払

配
分

金
1
7
0
,
0
0
0
,
0
0
0

2
2
,
3
0
0
,
0
0
0

1
9
2
,
3
0
0
,
0
0
0

1
9
2
,
3
0
0
,
0
0
0

0
1
9
2
,
3
0
0
,
0
0
0

修
繕

費
7
0
0
,
0
0
0

2
0
0
,
0
0
0

3
0
0
,
0
0
0

2
0
0
,
0
0
0

1
,
4
0
0
,
0
0
0

1
,
4
0
0
,
0
0
0

0
1
,
4
0
0
,
0
0
0

印
刷

製
本

費
1
0
0
,
0
0
0

0
1
0
0
,
0
0
0

2
0
0
,
0
0
0

2
0
0
,
0
0
0

0
2
0
0
,
0
0
0

光
熱

水
料

費
5
0
,
0
0
0

1
,
8
0
0
,
0
0
0

0
1
,
8
5
0
,
0
0
0

1
,
8
5
0
,
0
0
0

0
1
,
8
5
0
,
0
0
0

賃
借

料
1
,
4
5
0
,
0
0
0

2
,
2
0
0
,
0
0
0

2
,
8
5
0
,
0
0
0

6
,
5
0
0
,
0
0
0

6
,
5
0
0
,
0
0
0

0
6
,
5
0
0
,
0
0
0

保
険

料
3
,
5
0
0
,
0
0
0

2
0
0
,
0
0
0

3
,
7
0
0
,
0
0
0

3
,
7
0
0
,
0
0
0

0
3
,
7
0
0
,
0
0
0

諸
謝

金
5
0
,
0
0
0

5
0
,
0
0
0

5
0
,
0
0
0

0
5
0
,
0
0
0

租
税

公
課

4
,
9
0
0
,
0
0
0

4
,
9
0
0
,
0
0
0

4
,
9
0
0
,
0
0
0

0
4
,
9
0
0
,
0
0
0

支
払

負
担

金
3
0
,
0
0
0

3
0
,
0
0
0

3
0
,
0
0
0

0
3
0
,
0
0
0

組
織

活
動

助
成

費
0

0
0

0

委
託

費
2
0
0
,
0
0
0

3
,
0
0
0
,
0
0
0

2
0
0
,
0
0
0

3
,
4
0
0
,
0
0
0

3
,
4
0
0
,
0
0
0

0
3
,
4
0
0
,
0
0
0

教
材

費
3
0
,
0
0
0

3
0
,
0
0
0

3
0
,
0
0
0

0
3
0
,
0
0
0

訓
練

委
託

費
0

0
0

0

支
払

手
数

料
4
7
0
,
0
0
0

3
0
,
0
0
0

5
0
0
,
0
0
0

5
0
0
,
0
0
0

0
5
0
0
,
0
0
0

貸
倒

損
失

0
0

0
0

雑
費

1
0
0
,
0
0
0

1
0
0
,
0
0
0

1
0
0
,
0
0
0

0
1
0
0
,
0
0
0

管
理

費
0

0
0

0
0

0
0

4
,
1
8
5
,
0
0
0

4
,
1
8
5
,
0
0
0

給
料

手
当

1
,
0
0
0
,
0
0
0

1
,
0
0
0
,
0
0
0

法
定

福
利

費
1
3
0
,
0
0
0

1
3
0
,
0
0
0

退
職

給
付

費
用

4
0
,
0
0
0

4
0
,
0
0
0

福
利

厚
生

費
1
0
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

会
議

費
5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

役
員

等
旅

費
交

通
費

8
0
0
,
0
0
0

8
0
0
,
0
0
0

通
信

運
搬

費
2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

消
耗

品
費

2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

印
刷

製
本

費
5
0
,
0
0
0

5
0
,
0
0
0

光
熱

水
料

費
0

0

賃
借

料
1
2
0
,
0
0
0

1
2
0
,
0
0
0

保
険

料
1
0
0
,
0
0
0

1
0
0
,
0
0
0

租
税

公
課

5
0
,
0
0
0

5
0
,
0
0
0

支
払

負
担

金
3
0
0
,
0
0
0

3
0
0
,
0
0
0

委
託

費
1
,
5
0
0
,
0
0
0

1
,
5
0
0
,
0
0
0

支
払

手
数

料
1
0
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

雑
費

3
0
,
0
0
0

3
0
,
0
0
0

経
常

費
用

計
1
8
4
,
3
5
0
,
0
0
0

3
8
,
0
9
0
,
0
0
0

2
5
,
0
3
0
,
0
0
0

1
3
,
4
5
0
,
0
0
0

2
6
0
,
9
2
0
,
0
0
0

0
2
6
0
,
9
2
0
,
0
0
0

4
,
1
8
5
,
0
0
0

2
6
5
,
1
0
5
,
0
0
0

当
期

経
常

増
減

額
5
,
1
5
0
,
5
0
0

△
8
,
3
9
6
,
0
0
0

△
9
7
9
,
5
0
0

△
1
,
2
1
2
,
0
0
0

△
5
,
4
3
7
,
0
0
0

0
△

5
,
4
3
7
,
0
0
0

0
△

5
,
4
3
7
,
0
0
0
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就
業

機
会

提
供

事
業

就
業

機
会

確
保

事
業

自
転

車
駐

車
場

特
別

事
業

現
役

世
代

サ
ポ

ー
ト

事
業

計

科
目

公
益

目
的

事
業

会
計

(
実

施
事

業
等

会
計

)

法
人

会
計

合
計

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

事
業

共
通

小
計

２
．

経
常

外
増

減
の

部

（
1
）

経
常

外
収

益

特
定

資
産

取
崩

収
入

0
0

0
0

0
0

0
0

経
常

外
収

益
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0

（
2
）

経
常

外
費

用

固
定

資
産

売
却

（
除

却
）

損
0

0
0

0
0

0
0

0
0

経
常

外
費

用
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0

当
期

経
常

外
増

減
額

0
0

0
0

0
0

0
0

0

他
会

計
振

替
額

0
0

0
0

0
0

0
0

当
期

一
般

正
味

財
産

増
減

額
5
,
1
5
0
,
5
0
0

△
8
,
3
9
6
,
0
0
0

△
9
7
9
,
5
0
0

△
1
,
2
1
2
,
0
0
0

△
5
,
4
3
7
,
0
0
0

0
△

5
,
4
3
7
,
0
0
0

0
△

5
,
4
3
7
,
0
0
0

一
般

正
味

財
産

期
首

残
高

-
-

-

一
般

正
味

財
産

期
末

残
高

-
-

-

Ⅱ
　

正
味

財
産

期
末

残
高

-
-

-
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